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時間的展望に関する一考察

神田　信彦＊

A Study on Time Perspectives

Nobuhiko KANDA

問題と目的

過去、現在そして未来について私たちが日頃抱いている意識や態度を対象にした心理学的概念
に時間的展望がある。その定義は必ずしも一致しているわけではないが、しばしば参照される
ものとして、　Frank（1939）や Lewin（1951）による「ある一定の時点における個人の心理的過
去と未来についての見解の総体」がある。展望は‘perspective’の訳であり、この定義の意味す
るところは、未来については自己の状態についての見通しや期待の意味であり、過去については、
過ぎ去った自己の経験をどう考えるかやどう評価するかという意味を持つと考えられる。それは
いずれもある一定の時点、つまり現在から考えてということであり、現在との関係の中で理解さ
れるものである。
定義の問題を始め時間的展望を考えるにあたり幾つかの問題が存在するが、本研究では 2つの

問題を検討する。1つは過去、現在及び未来の関連性についてのものであり、2つ目は時間的展
望の安定性に関するものである。
第 1の問題については、過去－現在、現在－未来あるいは過去－現在－未来の関係は私たちの

意識の中ではどのようになっているのであろうか。これらの関係に関する研究が十分に行われて
いないという指摘がなされている（例えば、白井，1994; 勝俣，1995; 奥田，2002）。勝俣（1995）
は時間的展望の定義を試みる中で、時間的展望、過去展望、未来展望及び現在展望をそれぞれ
定義し、特に現在展望についてはその中で「過去展望、未来展望との密接な関係を持つ」とし
て、①過去展望も未来展望も含まない現在展望、②過去展望を含む現在展望、③未来展望を含
む現在展望、④過去展望と未来展望を統合した現在展望が存在すると指摘している。また、白
井（1994）は、白井（1989）の文章完成法を用いた研究結果をもとに、過去、現在及び未来を関
連づけながら時間的展望を理解するために「時間的展望体験尺度」を作成している。さらに奥田
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（2008）は過去－現在－未来の相対的関係をたずねることによって上記の問題を検討しようと試
みている。
白井の尺度は時間的展望を測定する尺度として比較的多くの研究（例えば、谷，1998; 三宅，

2005; 神田・林，2006; 奥田，2008）で用いられている尺度であり。4つの下位因子を持ち、過去に
ついては、「過去受容」、現在については「（現在の）充実感」、未来については「目標指向性」及
び「希望」で構成されている。未来は 2つの側面に分かれているものの、過去、現在、未来が明
確に別れた因子構造となっている。さらに白井は「過去受容」と「目標指向性」、「（現在の）充
実感」と「目標指向性」以外の組み合わせで有意な弱いあるいは中程度の相関を得ている。つま
り過去と現在、過去と希望（未来）、現在と希望（未来）それぞれが強くはないものの一定の関
係を持っているということである。これは勝俣や奥田の指摘に符合するものと言えよう。
第 2に時間的展望は個人の中でどの程度安定したものなのであろうか。日々、体験する出来事

によって変動を受けることが少ないのか、あるいは変動を受けやすいのであろうか。
白井の尺度の「（現在の）充実感」を構成する項目を見ると「毎日の生活が充実している」や

「毎日の生活が同じ事の繰り返しで退屈だ」などの内容であり、比較的近い過去を含む現在に対
するその人自身の評価に関わっている。これはその人が先の時間範囲で経験する生活上の出来
事によって影響を受けると考えられる。つまりその人にとって肯定的な経験は「（現在の）充実
感」を高め、その人にとって否定的な経験は「（現在の）充実感」を低下させることが予想され
る。また、先に示した白井の結果では「過去受容」と「希望」は「（現在の）充実感」と弱い相
関があったことを考慮すると、この 2つのについては「（現在の）充実感」を介して変動が見ら
れるのではなかろうか。
一方「目標指向性」は「（現在の）充実感」や「過去受容」とは無相関であったが、このこと
は「目標指向性」は後の 2因子とは関連しないということであり、それらの程度が変動した場合
にもこれと連動して変動するすることはないか、あるいは変動がないことを示唆するものと考え
られる。
本研究では、以下に説明するように大学新入生を対象に 2ヶ月の間に 3回にわたり時間的展望
体験尺度によって時間的展望を測定し、その因子構造を検討することによって過去、現在及び未
来の関係の検討を行い、それぞれの因子の関係が白井の得ている結果と同等であるか否かを検討
した。また個人内での時間的展望の安定性の検討を行った。

方　　法

調査対象
私立 B大学の新入生で心理学概論の授業の受講生 213名（男子 85名、女子　128名）を対象

とした。なお分析にあてた回答数は以下の 3回の調査すべてに回答した 150名（52名、女子 98

名）であった。

調査時期と調査方法
調査は 3回にわたり実施した。第 1回は 2006年 4月上旬、第 2回は 5月上旬、さらに第 3回
を 6月上旬の授業時に実施した。下記の項目で構成された質問紙を配布しその場で回答を求め回
収した。
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質問紙の構成
時間的展望体験尺度  
白井（1994）が作成した尺度で 18項目（表 1, 2, 3）からなり、「現在の充実感」（5項目）、「目

標指向性」（5項目）、「過去受容」（4項目）及び「希望」（4項目）の 4つの下位尺度を構成して
いる。各項目は 5件法（本研究では「とてもよくあてはまる」「よくあてはまる」「あてはまる」
「少しあてはまる」及び「あてはまらない」）で測定され、各下位尺度は得点が高いほどその傾向
が強いことを示す。

結果と考察

過去・現在・将来の関係に関する検討　― 3回のデータの因子分析結果の比較―
3回にわたって測定した時間的展望体験尺度を構成する項目を対象にそれぞれ因子分析（主因
子法、プロマックス回転）を行った。白井（1994）は主因子法、バリマックス回転によって「現
在の充実感」「目標指向性」「過去受容」及び「希望」の 4因子を抽出し、その下位尺度とし内部
相関を算出した。「過去受容」と「目標指向性」、「現在の充実感」と「目標指向性」以外の組み
合わせで有意な弱いあるいは中程度の相関を得ている。このため本研究では因子間の相関関係を
考慮しプロマックス回転を用いた。なお、本研究では逆転項目とされている項目について逆転す
ることなく分析を行った。

表 1　第 1回（4月上旬）分の因子分析の結果
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表 2　第 2回（5月上旬）の因子分析の結果

表 3　第 3回（6月上旬）の因子分析の結果
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3回のデータに関してそれぞれ因子数を 4因子、3因子、2因子指定を行い分析した。回転前
の累積寄与率、回転後の各因子の因子負荷量の高い項目の構成を検討したところ、いずれの測定
回も 4因子が適当であると判断した。各回の分析結果を比較すると、因子構造及び各因子を構
成する項目はおおむね一致する傾向にあった（表 1, 2, 3）。因子構造については第 1，第 2因子は
各回の分析で共通しており第 1因子は「将来（積極性―消極性）」、第 2因子は「現在―将来（否
定―肯定）」を意味する項目群が高い因子負荷量を示していた。第 3因子と第 4因子については、
第 1回と第 2回のデータでは一致しており第 3因子は「現在（肯定―否定）」、第 4因子は「過去
（否定―肯定）」を表す項目が高い因子負荷量を示していた。これに対し第 3回のデータでは第 3

因子と第 4因子が入れ替わっていた。
白井（1994）が作成した時間的展望体験尺度は、「希望」、「目標指向性」、「現在の充実感」、及
び「過去受容」の 4因子で構成されている。今回のサンプルではこれとはやや異なる結果を得た。
因子数は 4と白井の結果と同様であったが、因子構造は必ずしも一致していない。今回の結果で
は「希望」を構成する項目の一部が「目標指向性」を構成する項目群と一緒になり「将来（積極
性―消極性）」因子となっている。各分析で 2番目に抽出された因子は「現在―将来（否定―肯
定）」であった。第 2回目のデータの因子分析では過去の否定―肯定に関する 2項目も因子負荷
量が .4以上の値を示していたがその値は .415及び .522であり、また順位もさほど高くないため
第 2回の分析で得られた第 2因子も「現在―将来（否定―肯定）」とすることとした。（現在の否
定的な側面が意識されるときは過去と未来も連動して意識されるということか？）
白井の結果と対応させてみると上記のような相違はあるが、「将来（積極的―消極的）」は「目

標指向性」に、「現在（肯定―否定）」は「（現在の）充実感」にそれぞれ概ね対応し、「過去（否
定―肯定）」は得点の方向性は逆であるが「過去受容」に第 1回と 3回のデータについては、因
子負荷量が上位の項目は完全に対応している。しかし先に示したように第 2回のデータについて
は、「過去受容」を構成する 2項目が「現在―将来（否定―肯定）」に対する因子負荷量で高い値
を示していた。「現在―将来（否定―肯定）」は「（現在の）充実感」と「希望」（2回目のデータ
は「過去受容」）を表す項目が含まれており対応関係を明確にすることはできない。したがって
白井が抽出した因子と異なるものを使用していることを明確にするために上記の因子名を本研究
に限って使用する。また以降の分析は因子得点によって行った。

表 4　各測定回ごとの内部相関（因子相関行列）

表 4は、各回の因子分析によって得られた因子相関行列である。まず「将来（積極的―消極
的）」と他の因子との関係から見ると「現在―将来（否定―肯定）」はいずれも有意な負の関係を
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得ているが回を追うごとに中程度の相関から低い相関へと変化していた。「現在「（肯定―否定）」
とは 4月のみ有意で中程度の正の相関が見られ、5月は有意だが弱い正の相関、6月は無相関へ
と変化していた。「過去（否定―肯定）」とは、4月、5月は有意ではあるが非常に弱い負の相関、
6月は無相関であった。これは白井（1994）の結果と一致している。また時間的推移による変化
は明確でない。次に「現在―将来（否定―肯定）」と他の因子との関係を見ると、「現在（肯定―
否定）」とは、4月だけが有意な中程度の負の相関が見られたが他の 2回は無相関であった。「過
去（否定―肯定）」とは、4月、5月が有意な中程度の正の相関であり、6月は有意な高い正の相
関が見られた。最後に現在（肯定―否定）」と「過去（否定―肯定）」との関係は、4月のみ有意
な弱い負の相関が見られた。
これらから、計画や目標を中心とする将来展望と過去への評価とは単純に影響し合うことはな

い可能性を示している。例えば、明確な計画や目標がある（あるいはない）人は過去に対して否
定的（あるいは肯定的）であるというような一義的な関係ではないであろうということである。
その一方で、将来の見通しに関わる意識を含んだ現在は、過去に対する評価と負の関連を示すと
ともに、計画や目標を中心とする将来展望とも関連しており現在がそれぞれと関係していること
が示されたと言える。しかし同じく現在を示す「現在（肯定―否定）」は異なる結果を示してい
た。他の時制に関連する現在と関連の弱い現在の違いは何によるのであろうか。例えば部活動や
サークル活動あるいはアルバイトに力を注いで「充実感」や「満足感」を経験していても、それ
らの活動はその人の将来の計画や目標とは直接結びつきにくいことも十分にあり得ると考えられ
る。それが生活の他の部分には異なる意識を経験していることもあろう。つまりその人が自身の
生活のどの部分にあるいはどの役割に注目するかによって現在と未来、現在と過去のつながりが
明瞭になったりぼやけたりすると考えられる。今回の結果はこれを反映していると考えられる。
また「将来（積極性―消極性）」が「現在（肯定―否定）」との関係については、調査対象が大

学新入生であることを考えあわせる必要があるだろう。4月の測定は入学直後であったので、目
標実現過程の節目、つまり最終的な目標の実現へ一段階であり新しい環境への適応こそがそのと
き現在の全てであり、またこれが将来の目標へ連動していると意識する調査対象が一定数あった
ことを示していると考えられる。1，2ヶ月の経過とともに交友関係、部活動やアルバイトなど生
活が多様に展開し、上に述べたような段階に至るものと推測される。
「現在―将来（否定―肯定）」が「将来（肯定―否定）」と負の相関を、「過去（否定―肯定）」
と正の相関をいずれの月の組み合わせでも示したことは、それらが安定的に関係していることを
示すものと言えよう。「現在―将来（否定―肯定）」が将来に対する項目が一定の因子負荷量を示
したため、これが「将来（肯定―否定）」との間の関連性に影響したこともあるがそれだけであ
ろうか。現在の自分への否定的な意識が高まるとき、自分の過去の否定的側面だけでなく、将来
への志向性が減衰したり断ち切られたような意識が生じてくることを示している可能性もある。

時間的展望の安定性に関する検討
次に各因子ごとに因子得点を 4月、5月、6月について各月の組み合わせで積率相関係数を算
出した。結果は表 5, 6, 7, 8の通りである。第 1因子である将来（積極性―消極性）は各月間の相
関係数は .70台～.80台と比較的高い値であったのに対し、他の 3因子は、.50台～ .60台の値が
中心であった。
さらに各因子間で 4月と 6月の間の相関係数に有意な差があるか否かの検定を行ったところ
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（表 9）、「将来（積極性―消極性）」の 4月と 6月の相関は、他の 3因子の 4月と 6月の相関より
有意に高い値であることが明らかとなった。現在―将来（否定―肯定）と過去（否定―肯定）は
現在（肯定―否定）より有意に高い相関係数であることが示された。現在―将来（否定―肯定）
と過去（否定―肯定）は相関係数間に有意な差は見られなかった。
「現在（肯定―否定）」因子は 2ヶ月の間をおいた相関係数は .384であり、個人内の変動が比較
的大きいことを意味していると考えられる。「現在（肯定―否定）」に高い因子負荷量を示した項
目は「今の生活に満足している」や「毎日の生活が充実している」であった。これらはそれぞれ
の回答者にとって一定の過去を含んだ心理的現在の経験への率直な評価あるいは印象をたずねて
いるものと言え、そのため日常の肯定的経験や否定的経験が「現在（肯定―否定）」因子には比
較的容易に反映すると考える事ができよう。

表 9　各因子の 4月- 6 月の相関係数の相等性の検定（対応がある場合） 

その一方で「将来（積極的―消極的）」は .724と比較的高い値を示し他の因子に比較し個人内
の変動はあまり大きくなく比較的安定している可能性が示された。.つまり、将来の目標、計画
あるいは希望を抱く（あるいは抱かない）ことは、通常の経験によって大きな影響を受けること
が、他の側面特に「現在（肯定―否定）」に較べ少ないということであり、いったん形成される
と多少のトラブルでは変更されない可能性が強い事を示している。

表 5　将来（積極性―消極性）因子の各
月間の相関係数

表 6　現在―将来 (否定―肯定)因子の
各月間の相関係数

表 7　現在 (肯定―否定)因子の各月間
の相関係数

表 8　過去 (否定―肯定)因子の各月間
の相関係数
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総合的考察

過去、現在及び未来の概念的区分と私たちの体験するものとは必ずしも一致しない可能性が示
された。それは同一の対象による 3回の調査によって同じように確認された。
本研究の結果を「現在」を起点にして捉える場合、因子分析の結果から勝俣（1995）の指摘し
た過去展望も未来展望も含まない現在展望（「現在（肯定―否定）」）、未来展望を含む現在展望
（現在―将来（否定―肯定）」が存在する可能性が示されたと言えよう。過去展望を含む現在展望
は因子としては得られなかった。その一方で因子間の相関が現在―将来（否定―肯定）」と「過
去（否定―肯定）」の間に見られた。これは過去展望を含むというよりも相関関係ではあるが仮
に現在を起点とする場合、現在が過去展望を活性化するととらえることができよう。ただし、過
去展望と未来展望を統合した現在展望に対応を示唆する結果は見られなかった。
時間的展望の個人内の変動については、相関係数による分析から「将来（肯定―否定）」は他

に比較し安定している可能性が示された。その一方で「現在（肯定―否定）」が他の因子に較べ
大きい変動がある可能性が示された。後者と「現在―将来（否定―肯定）」に高い因子負荷量を
示した項目は白井（1994）の「（現在の）充実感」を構成する項目であるが、これらは異なる視
点からみれば、それぞれの人の適応感あるいは自己不確実感を尋ねる内容であると言える。ここ
まで私たちそれぞれにとっての「現在」を時間的展望の枠組みの中で捉えてきたが、もし適応感
あるいは不適応感によって代表されるものと同一であるとすれば、時間的展望における「現在」
の重要性は変わらないものの、また「現在展望」を前に肯定的に考察したものの、現在展望とい
う語が適切であるかどうか疑問となる。
ただし、これらの結果及び考察は、「時間的展望体験尺度」を構成する 18項目のみを対象にし

た検討結果であるためその扱いには慎重でなければならず、他の測定方法による検討も含めた研
究が求められる。
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